
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３７１１６

若手研究(B)

2013～2012

雇用形態別に見た企業における組織的公正と従業員への健康影響に関するコホート研究

A cohort study on the association of organizational justice with health outcomes by 
employment status

７０６１９７６７研究者番号：

井上　彰臣（INOUE, Akiomi）

産業医科大学・産業生態科学研究所・助教

研究期間：

２４７９０５９９

平成 年 月 日現在２６   ４ １６

円     3,300,000 、（間接経費） 円       990,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，企業における組織的公正（手続き的公正および相互作用的公正）が従業員の心
身の健康に与える影響について検討するとともに，これらの関連が雇用形態（正規社員／非正規社員）によって異なる
かを検討するために，製造業の２つの工場に勤務する従業員約3,000名を対象に，１年間の前向きコホート研究を実施
した。

研究成果の概要（英文）：A one-year prospective cohort study of about 3,000 employees from two factories of
 a manufacturing company was conducted to examine the association of organizational justice with physical 
and mental health outcomes. Furthermore, whether this association is different by employment status (i.e.,
 permanent vs. non-permanent employees) was also examined.
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１．研究開始当初の背景 
 これまでに，海外（主に欧州）の研究では，
企業における組織の公正性（組織的公正：職
場の意思決定の手順の公正さに着目した「手
続き的公正」と上司の部下に対する公正な態
度に着目した「相互作用的公正」からなる）
が損なわれた状態が，従業員のうつ病や虚血
性心疾患と関連することが明らかになって
おり，これらの関連の詳細なメカニズムを解
明するために，虚血性心疾患の危険因子であ
るメタボリック症候群などとの関連も調べ
られていたが，わが国では，組織的公正とそ
の健康影響に関する研究は限られていた。ま
た，非正規雇用の問題も，産業保健の中で取
り組むべき課題として挙げられていたが，組
織的公正が従業員に与える健康影響につい
て，雇用形態（正規社員／非正規社員）別に
検討した研究は，国内外ともに実施されてい
なかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，従業員を対象とした１年間の
前向きコホート研究によって，企業における
組織的公正が損なわれた状態が，従業員のう
つ病をはじめとするメンタルヘルス不調や，
虚血性心疾患の危険因子となる各種生理指
標（高血圧や脂質異常症）の悪化に影響を及
ぼすことを明らかにするとともに，これらの
影響を雇用形態別に検討することを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
（１）ベースライン調査の実施 
 平成 24 年度は，製造業の２つの工場に勤
務する従業員 3,461 名（男性 2,495 名，女性
966 名）を対象にベースライン調査を実施し
た。ベースライン調査では，組織的公正や精
神健康度について尋ねる自記式質問紙を配
付した。同時に人事データより雇用形態に関
する情報および当該年度の定期健康診断デ
ータを取得し，質問紙の回答内容と統合し，
ベースラインデータを作成した。ベースライ
ン調査への回答者のうち，少数であった男性
非正規社員（34 名）およびデータに欠損値の
あった 352 名を除外し，男性正規社員 2,229
名，女性正規社員 351 名，女性非正規社員 495
名のデータを用いて，横断的な関連を検討し
た。 
 
（２）フォローアップ調査の実施 
 平成 25 年度についても，前年度と同様の
手順でフォローアップ調査を実施し，ベース
ラインデータとフォローアップデータを統
合した。ベースライン調査とフォローアップ
調査の両方に回答したのは 3,121 名（男性
2,262 名，女性 859 名：フォローアップ率
90.2%）であり，このうち，少数であった男
性非正規社員（28 名）およびデータに欠損値
のあった 50 名を除外し，男性正規社員 2,185
名，女性正規社員 324 名，女性非正規社員 506

名のデータを用いて，縦断的な関連を検討し
た。 
 
４．研究成果 
（１）ベースライン調査の結果 
 ベースラインデータを用いた横断的な解
析の結果，男性正規社員において，手続き的
公正（が低いこと）と，心理的ストレス反応
（Ｋ６得点が５点以上と定義），高ＬＤＬコ
レステロール血症（140mg/dL 以上と定義）と
の間に有意な関連が認められた。また，相互
作用的公正（が低いこと）と，心理的ストレ
ス反応，高トリグリセリド血症（150mg/dL 以
上と定義）との間に有意な関連が認められた。 
 一方，女性社員においても，手続き的公正
および相互作用的公正（が低いこと）と心理
的ストレス反応との間に有意な関連が認め
られたが，身体的健康指標との間には，いず
れも有意な関連は認められなかった。 
 更に，女性社員を雇用形態別に分類した場
合，心理的ストレス反応に対する雇用形態と
相互作用的公正との交互作用に有意傾向が
認められ，非正規社員は，正規社員に比べ，
相互作用的公正と心理的ストレス反応との
関連がより強かった。 
 
（２）フォローアップ調査の結果 
 ベースラインデータとフォローアップデ
ータを統合した縦断的な解析の結果，男性正
規社員および女性社員において，ベースライ
ン時の手続き的公正および相互作用的公正
（が低いこと）とフォローアップ時の心理的
ストレス反応との間に有意な関連が認めら
れ，とくに男性正規社員では，ベースライン
時の心理的ストレス反応の有無を調整して
も，その関連は有意であった。 
 女性社員においては，ベースライン時の手
続き的公正（が低いこと）とフォローアップ
時の高血圧（収縮期血圧 140mmHg 以上または
拡張期血圧 90mmHg 以上と定義）との関連が
有意傾向にあり，この関連はベースライン時
の高血圧の有無を調整しても有意傾向であ
った。 
 更に，女性社員を雇用形態別に分類した場
合，高トリグリセリド血症に対する雇用形態
と相互作用的公正との交互作用に有意傾向
が認められ，正規社員は非正規社員に比べ，
ベースライン時の相互作用的公正とフォロ
ーアップ時の高トリグリセリド血症との関
連がより強かった。 
 尚，男女ともにベースライン時の組織的公
正とフォローアップ時の高ＬＤＬコレステ
ロール血症および低ＨＤＬコレステロール
血症（40mg/dL 未満と定義）との間に有意な
関連は認められなかった。 
 
（３）限界点と今後の課題 
 本研究課題は２年間で終了となるが，フォ
ローアップ期間が１年間と短いことや，男性
非正規社員については，少人数のために正規



社員との違いを明らかにすることができな
かったことなどの限界点がある。組織的公正
による従業員への健康影響について，強固な
エビデンスを得るためには，引き続き，長期
的なフォローを行うとともに，男性非正規社
員についても対象者数を増やし，検討を行っ
ていく必要がある。 
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